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一
五

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
十
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
令
和
六
年
度
地
籍
調
査
事
業

計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

調
査
を
行
う
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調

査

地
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調
査
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和
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和
七
年
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月
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台
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区

江
東
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目
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地
内
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区
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区
大
井
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丁
目
及
び
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大
井
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目
の
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地
内
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区
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区
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丁
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一
五

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

杉
並
区

杉
並
区
上
高
井
戸
一
丁
目
、
上
高

井
戸
二
丁
目
、
上
高
井
戸
三
丁
目
、

下
高
井
戸
五
丁
目
、
高
井
戸
東
一

丁
目
、
西
荻
北
二
丁
目
、
西
荻
南

一
丁
目
、
西
荻
南
二
丁
目
及
び
西

荻
南
三
丁
目
の
各
地
内

豊
島
区

豊
島
区
千
川
二
丁
目
の
地
内

荒
川
区

荒
川
区
東
尾
久
五
丁
目
、
東
尾
久

六
丁
目
、
町
屋
二
丁
目
及
び
町
屋

四
丁
目
の
各
地
内

板
橋
区

板
橋
区
東
新
町
二
丁
目
の
地
内

練
馬
区

練
馬
区
石
神
井
台
八
丁
目
、
田
柄

一
丁
目
、
田
柄
二
丁
目
、
田
柄
三

丁
目
、
田
柄
四
丁
目
、
豊
玉
北
六

丁
目
、
中
村
一
丁
目
、
中
村
二
丁

目
、
中
村
北
一
丁
目
、
中
村
北
二

丁
目
、
南
大
泉
一
丁
目
、
南
大
泉

二
丁
目
、
南
大
泉
三
丁
目
及
び
向

山
一
丁
目
の
各
地
内

足
立
区

足
立
区
神
明
二
丁
目
の
地
内

葛
飾
区

葛
飾
区
青
戸
二
丁
目
、
亀
有
三
丁

目
及
び
小
菅
四
丁
目
の
各
地
内

江
戸
川
区

江
戸
川
区
江
戸
川
一
丁
目
の
地
内

八
王
子
市

八
王
子
市
千
人
町
四
丁
目
、
平
岡

町
、
本
郷
町
及
び
元
横
山
町
一
丁

目
の
各
地
内

三
鷹
市

三
鷹
市
牟
礼
五
丁
目
の
地
内

青
梅
市

青
梅
市
今
寺
三
丁
目
及
び
藤
橋
二

丁
目
の
各
地
内

府
中
市

府
中
市
緑
町
三
丁
目
及
び
若
松
町

二
丁
目
の
各
地
内

調
布
市

調
布
市
下
石
原
二
丁
目
の
地
内

町
田
市

町
田
市
鶴
川
三
丁
目
及
び
鶴
川
五

丁
目
の
各
地
内
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法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
六
年
七

月
十
九
日

国
立
市
谷
保
四

丁
目
二
十
八
番

二
十
五
の
一
部

延
長

　
二
三
・
五
八

幅
員

　
　
四
・
〇
〇

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
十
二
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
を
次

の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

研
修
の
主
催
者
の

名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二

研
修
の
開
催
年
月

日
並
び
に
会
場
の

名
称
及
び
所
在
地

令
和
六
年
十
月
十
三
日

小
金
井
市
商
工
会
館

小
金
井
市
前
原
町
三
丁
目
三
十
三
番
二
十

五
号

三

受
講
料

五
千
円

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
八
月
九
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

路
線
名

環
状
六
号

二

変
更
の
区
間

渋
谷
区
鉢
山
町
四
十
番
二
十
七
地
先
か
ら
同
所

同
番
二
十
五
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

小
金
井
市

小
金
井
市
緑
町
五
丁
目
の
地
内

小
平
市

小
平
市
小
川
町
二
丁
目
の
地
内

日
野
市

日
野
市
三
沢
五
丁
目
の
地
内

東
村
山
市

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
及
び
諏

訪
町
三
丁
目
の
各
地
内

福
生
市

福
生
市
大
字
熊
川
の
地
内

武
蔵
村
山
市

武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
一
丁
目
、
伊

奈
平
二
丁
目
及
び
三
ツ
藤
一
丁
目

の
各
地
内

多
摩
市

多
摩
市
連
光
寺
一
丁
目
の
地
内

羽
村
市

羽
村
市
羽
西
三
丁
目
の
地
内

あ
き
る
野
市

あ
き
る
野
市
小
中
野
字
川
端
、
同

字
子
生
前
、
同
字
山
王
前
、
同
字

雪
平
、
小
和
田
字
北
ノ
前
、
同
字

庄
ノ
沢
入
、
同
字
根
岸
、
同
字
御

岳
山
、
留
原
字
戸
袋
及
び
同
字
西

下
の
各
地
内

檜
原
村

西
多
摩
郡
檜
原
村
本
宿
の
地
内

奥
多
摩
町

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
氷
川
の
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日

　
　
　
　
　
　
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

茂
　
木
　
竜
　
一

指
定
に
係
る
道

路
の
種
類

指
定
年
月
日

指
定
に
係
る
道

路
の
位
置

指
定
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）
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鉢　山　町

渋　谷　区

猿　楽　町

都
　
　
道

編
入
区
域

別
　
図

延
長　
　

八
四
・
二
五
メ
ー
ト
ル

特
別
区
道

都
道
環
状
六
号
線
区
域
変
更
略
図

渋
谷
区
鉢
山
町
地
内

面
積　
　

九
九
・
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル

目　黒　区

青葉台一丁目

区域変更箇所

至
大
崎

至
神
泉
町

至
五
本
木

2
1.
9
9

2
3.
2
4

2
4
.0

8

2
3.

4
1

2
2
.
02

6.41

至神泉町

至恵比寿西

鉢山町

青葉台一丁目

上目黒一丁目

猿楽町

青葉台二丁目

東
急
東
横
線

都
道
古
川
橋
二
子
玉
川
線

目
黒
川

南平台町

東山一丁目

中目黒
一丁目

鶯谷町

上目黒三丁目

渋谷区

目黒区

至
横
浜

至広尾

至
渋
谷

都
道
環
状
六
号
線

都道環状六号線

代官山町

恵比寿西
一丁目

都道環状六号線

四
〇
の
二
五

三
三
の
四

四
〇
の
五

四
〇
の
四

四
〇
の
六

四
〇
の
一

一
一
〇
の
二

三
三
の
一

四
〇
の
二
七

四
〇
の
一
三

四
〇
の
二
四

な
か
め
ぐ
ろ

至
神
泉
町
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ア
　
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
　
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

⑷
　
検
定
手
数
料
　
16,000円

７
　
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（

3581）
4321　

内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
268号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

）
第
23条

第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る

規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
　
学
科
試
験

令
和
６
年
11月
９
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
30分
か
ら
午
前
11時

ま
で

⑵
　
実
技
試
験

令
和
７
年
１
月
25日

（
土
曜
日
）

午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
４
時
30分

ま
で

な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
６
年
９
月
24日

（
火
曜
日
）
及
び
同
月
25日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
４
時
30分

ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

03（
3581）

8201	

６
　
申
請
手
続

⑴
　
受
付
期
間

令
和
６
年
10月

２
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
４
日
（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
４
時
30分

ま
で

⑵
　
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
　
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
　
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
　
申
請
書
類

ア
　
検
定
申
請
書
　
１
通

イ
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上

三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏

名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
　
２
葉

ウ
　
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
　
各
１
通

告
　
　
　
示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
267号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

）
第
23条

第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る

規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
　
学
科
試
験

令
和
６
年
11月
９
日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
30分
か
ら
午
前
11時
ま
で

⑵
　
実
技
試
験

令
和
７
年
１
月
25日
（
土
曜
日
）

午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
４
時
30分
ま
で

２
　
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
12番

５
号
　
警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
　
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
２
号
の
警
備
業
務
（
施
設
警
備
業
務
に
係
る
も

の
を
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

４
　
検
定
予
定
人
員

60名

５
　
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。
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国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
７
年
１
月
８
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
17日

（
金
曜
日
）

ま
で
の
７
日
間
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
178号

）
に
規
定
す
る
休
日
を
除

く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
　
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
　
講
習
予
定
人
員

120名

５
　
受
講
対
象
者

⑴
　
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

ア
　
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
　
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
　
申
請
書
類

ア
　
検
定
申
請
書
　
１
通

イ
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上

三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏

名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
　
２
葉

ウ
　
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
　
各
１
通

ア
　
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
　
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

⑷
　
検
定
手
数
料
　
14,000円

７
　
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（

3581）
4321　

内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
269号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年

２
　
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
12番

５
号
　
警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
　
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
４
号
の
警
備
業
務
（
交
通
誘
導
警
備
業
務
に
係

る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検

定

４
　
検
定
予
定
人
員

45名

５
　
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
６
年
９
月
26日

（
木
曜
日
）
及
び
同
月
27日

（
金
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
４
時
30分
ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

03（
3581）

8201	

６
　
申
請
手
続

⑴
　
受
付
期
間

令
和
６
年
10月

２
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
４
日
（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
４
時
30分
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
　
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
　
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
　
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
　
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
　
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

03（
3837）

2160

⑶
　
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
100名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
　
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
　
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
　
申
込
手
続

⑴
　
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
６
年
12月

17日
（
火
曜

日
）
ま
で
の
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
申
込
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

イ
　
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
23条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
　
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
　
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
受
講
申
出
の
受
付
期
間

令
和
６
年
12月

２
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
３
日
（
火
曜

日
）
の
２
日
間
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係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
　
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
　
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
受
講
申
出
の
受
付
期
間

令
和
７
年
２
月
12日

（
水
曜
日
）
及
び
同
月
13日

（
木
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

03（
3837）

2160

⑶
　
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
７
年
３
月
11日

（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
19日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
７
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
　
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
　
講
習
予
定
人
員

120名

５
　
受
講
対
象
者

⑴
　
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
23条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

イ
　
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
　
受
講
料
納
入
手
続

⑴
　
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
６
年
12月

24日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
25日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30分
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号
　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
受
講
手
数
料
　

47,000円

９
　
問
合
せ
先

⑴
　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話
　
03（
5818）

6070

⑵
　
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（
3581）

4321　
内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
270号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日
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ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
　
受
講
料
納
入
手
続

⑴
　
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
７
年
３
月
５
日
（
水
曜
日
）
及
び
同
月
６
日
（
木
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30分

ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
受
講
手
数
料
　

47,000円

９
　
問
合
せ
先

⑴
　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話
　
03（

5818）
6070

⑵
　
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（

3581）
4321　

内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
271号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

イ
　
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
　
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
　
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
　
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
　
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
　
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

受
講
対
象
者
の
う
ち
100名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
　
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
　
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
　
申
込
手
続

⑴
　
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
７
年
２
月
27日

（
木
曜

日
）
ま
で
の
間
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
178号

）
に
規
定
す
る
休
日
を
除

く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号
　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
申
込
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

イ
　
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。
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イ
　
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
　
申
込
手
続

⑴
　
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
７
年
１
月
29日

（
水
曜

日
）
ま
で
の
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
申
込
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

イ
　
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
２
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
　
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
　
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

⑷
　
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
２
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
　
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
受
講
申
出
の
受
付
期
間

令
和
７
年
１
月
14日

（
火
曜
日
）
及
び
同
月
15日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

03（
3837）

2160

⑶
　
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
100名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
　
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

１
　
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
７
年
２
月
12日

（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
19日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
６
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
　
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号
　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
人
若
し
く
は

車
両
の
雑
踏
す
る
場
所
又
は
こ
れ
ら
の
通
行
に
危
険
の
あ
る
場
所

に
お
け
る
負
傷
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を

い
う
。
以
下
「
２
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

４
　
講
習
予
定
人
員

120名

５
　
受
講
対
象
者

⑴
　
最
近
５
年
間
に
２
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
23条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

２
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の
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一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
　
講
習
予
定
人
員

70名

５
　
受
講
対
象
者

法
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
警
備
業
務
の
う
ち
、
１
号
警
備
業

務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
22条

第
２
項
に
規
定
す

る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
又
は
規
則
第
７
条
第
１
項
に

規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下

「
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の

⑴
　
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
23条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
 以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30分

ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
受
講
手
数
料
　

38,000円

９
　
問
合
せ
先

⑴
　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話
　
03（

5818）
6070

⑵
　
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（

3581）
4321　

内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
272号

警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
６
年
12月

17日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
20日

（
金
曜
日
）

ま
で
の
４
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
　
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
　
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
　
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
　
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
　
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
　
受
講
料
納
入
手
続

⑴
　
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
５
日
（
水
曜

日
）
の
２
日
間
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に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
　
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
　
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
　
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
  前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
　
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
　
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

ア
　
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
　
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
　
申
込
手
続

⑴
　
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
６
年
12月

４
日
（
水
曜

日
）
ま
で
の
間
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
178号

）
に
規
定
す
る
休
日
を
除

く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号

　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
申
込
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

イ
　
１
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
員

指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
写
し
又
は
警
備
員
指
導
教
育

責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
の
写
し
　
１
通

ウ
　
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面
　
各
１
通

ア
　
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
　
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
　
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
　
受
講
申
出
の
受
付
期
間

令
和
６
年
11月

19日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
20日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
　
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話
　
03（
3837）

2160

⑶
　
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
60名
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す
る
。
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令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

認
定
検
査

実
施
者

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

学
校
法
人

五
島
育
英

会
東
急
自

動
車
学
校

代
表
者
の

氏
名

渡
邊
　
功
泉
　
康
幸
令
和
６
年
５
月

28日

学
校
法
人

五
島
育
英

会
東
急
自

動
車
学
校

代
表
者
の

氏
名

渡
邊
　
功
泉
　
康
幸
令
和
６
年
５
月

28日

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
274号

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
12年

国

家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
認
定
教
育
実
施
者
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

認
定
教
育

実
施
者

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

学
校
法
人

五
島
育
英

会
東
急
自

動
車
学
校

代
表
者
の

氏
名

渡
邊
　
功
泉
　
康
幸
令
和
６
年
５
月

28日

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
275号

運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
４
年
国

家
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
）
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
認
定
検
査
実
施
者
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
　
受
講
料
納
入
手
続

⑴
　
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
６
年
12月

10日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
11日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30分
ま
で

⑵
　
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
12号
　
栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
　
受
講
手
数
料
　

23,000円
９
　
問
合
せ
先

⑴
　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話
　
03（
5818）

6070
⑵
　
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話
　
03（
3581）

4321　
内
線
30312

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
273号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
１
号
）
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
講

習
機
関
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

指
定
講
習

機
関

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

公
　
　
　
告

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

青
梅
市
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
国

土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

青
梅
市

二

調
査
を
行
っ
た
期

間

平
成
二
十
九
年
七
月
か
ら
平
成
三
十
一
年

三
月
ま
で

三

成
果
の
名
称

青
梅
市
（
吹
上
地
内
外
）
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

青
梅
市
吹
上
地
内
外

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
三
月
十
一
日
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二

調
査
を
行
っ
た
期

間

令
和
元
年
五
月
か
ら
令
和
三
年
三
月
ま
で

三

成
果
の
名
称

あ
き
る
野
市
（
五
日
市
の
一
部
）
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

あ
き
る
野
市
五
日
市
の
一
部

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
四
月
十
七
日

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

日
の
出
町
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

日
の
出
町

二

調
査
を
行
っ
た
期

間

令
和
四
年
七
月
か
ら
令
和
五
年
十
月
ま
で

三

成
果
の
名
称

日
の
出
町
（
大
字
大
久
野
の
一
部
）
の
地

籍
図
及
び
地
籍
簿

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

日
の
出
町
大
字
大
久
野
の
一
部

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日

屋
外
広
告
物
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百

号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

日
野
市
三
沢
五
丁
目
の
一
部

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
四
月
十
七
日

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

武
蔵
村
山
市
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

武
蔵
村
山
市

二

調
査
を
行
っ
た
期

間

令
和
四
年
七
月
か
ら
令
和
五
年
七
月
ま
で

三

成
果
の
名
称

武
蔵
村
山
市
（
伊
奈
平
二
丁
目
の
一
部
）

の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
二
丁
目
の
一
部

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
四
月
十
二
日

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

あ
き
る
野
市

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

町
田
市
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
国

土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

町
田
市

二

調
査
を
行
っ
た
期

間

令
和
二
年
七
月
か
ら
令
和
五
年
二
月
ま
で

三

成
果
の
名
称

町
田
市
（
鶴
川
四
丁
目
の
一
部
）
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿

四

調
査
を
行
っ
た
地

域

町
田
市
鶴
川
四
丁
目
の
一
部

五

認
証
年
月
日

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
に
つ
い
て

日
野
市
に
お
け
る
国
土
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
国

土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

調
査
を
行
っ
た
者

の
名
称

日
野
市

二

調
査
を
行
っ
た
期

間

令
和
二
年
九
月
か
ら
令
和
三
年
十
二
月
ま

で

三

成
果
の
名
称

日
野
市
（
三
沢
五
丁
目
の
一
部
）
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿
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二
　
受
講
申
出
受
付
期
間

令
和
六
年
八
月
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
六
日
（
月

曜
日
）
ま
で

三
　
受
講
申
出
方
法

電
子
メ
ー
ル
の
件
名
に
「
令
和
六
年
度
屋
外
広
告
物
講
習
会

申
込
」
、
本
文
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
載
し
、
次
の
宛
先
に
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ

と
。東

京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
屋
外

広
告
物
担
当

S0000169

（at

）section.m
etro.tokyo.jp

（at

）
を@

に
置
き
換
え
て
送
信
す
る
こ
と
。

第
七
　
受
講
申
込

受
講
対
象
者
と
さ
れ
た
者
は
、
東
京
都
屋
外
広
告
物
管
理
シ
ス

テ
ム
で
の
申
請
又
は
申
請
書
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
講
習
会
の
受

講
を
申
し
込
む
こ
と
。

一
　
東
京
都
屋
外
広
告
物
管
理
シ
ス
テ
ム
で
の
申
請

㈠
　
申
請
者
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録

受
講
申
込
に
先
立
っ
て
、
申
請
者
ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
す

る
こ
と
。

㈡
　
受
講
申
込
期
限

令
和
六
年
九
月
十
三
日
（
金
曜
日
）
ま
で

㈢
　
受
講
手
数
料
の
支
払
い

東
京
都
に
よ
る
申
込
内
容
の
審
査
が
終
了
し
た
後
、
令
和

六
年
九
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
、
受
講
手
数
料
を
現

金
書
留
で
郵
送
す
る
こ
と
（
締
切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま

で
有
効
）
。
封
筒
の
「
ご
依
頼
主
」
欄
等
に
受
講
者
の
住
所

及
び
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
。
受
講
料
の
支
払
い
後
す
ぐ
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
科
目
（
屋
外
広
告
物
の
施

工
に
限
る
。
）
の
受
講
を
免
除
す
る
。
免
除
を
希
望
す
る
者
は
、

屋
外
広
告
物
講
習
会
受
講
申
込
書
に
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
証
す
る

書
面
を
添
付
す
る
こ
と
。

一
　
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
建
築
士

二
　
電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
電
気
工
事
士
又
は
ネ
オ
ン
工
事
に
係

る
同
法
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
特
殊
電
気
工
事
資
格
者
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

三
　
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
、
第

二
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
又
は
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
免

状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

四
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四

号
）
に
基
づ
く
準
則
訓
練
（
帆
布
製
品
製
造
科
の
準
則
訓
練
に

限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
、
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
（
帆
布
製

品
科
の
免
許
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
又
は
技
能
検
定
（
帆
布

製
品
製
造
の
技
能
検
定
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者

第
五
　
講
習
会
の
開
催
場
所

新
宿
区
立
角
筈
区
民
ホ
ー
ル
三
階
（
新
宿
区
西
新
宿
四
丁
目
三

十
三
番
七
号
）

第
六
　
受
講
申
出

一
　
受
講
申
出

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
原
則
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付
の
み
と

し
、
受
講
を
希
望
す
る
者
が
受
講
定
員
を
超
過
し
た
場
合
に
は
、

抽
選
に
よ
り
受
講
対
象
者
を
決
定
す
る
。

東
京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

第
一
　
受
講
対
象
者

東
京
都
内
に
お
い
て
、
屋
外
広
告
業
を
営
ん
で
い
る
者
又
は
営

も
う
と
す
る
者

第
二
　
講
習
会
の
期
日
、
科
目
、
時
間
割
及
び
内
容

一
　
期
日
、
科
目
及
び
時
間
割

期
　
　
日

科
　
　
目

時
　
　
間
　
　
割

令
和
六
年
十
月

十
七
日
（
木
曜

日
）

屋
外
広
告
物
の
法

規

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

同
日

屋
外
広
告
物
の
表

示
の
方
法

午
後
二
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で

令
和
六
年
十
月

十
八
日
（
金
曜

日
）

屋
外
広
告
物
の
施

工

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

二
　
講
習
内
容
及
び
時
間

㈠
　
屋
外
広
告
物
の
法
規
　
三
時
間

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
、

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
及
び
東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
三
号
）
を

中
心
と
す
る
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て

㈡
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
方
法
　
三
時
間

都
市
の
良
好
な
景
観
の
形
成
と
屋
外
広
告
物
の
意
匠
、
色

彩
及
び
形
状
と
の
調
和
の
在
り
方
に
つ
い
て

㈢
　
屋
外
広
告
物
の
施
工
　
五
時
間

屋
外
広
告
物
の
材
料
、
構
造
、
設
置
方
法
等
の
安
全
対
策

及
び
施
工
管
理
に
つ
い
て

第
三
　
受
講
定
員
　
二
百
人

第
四
　
受
講
科
目
の
一
部
免
除



15 令和6年8月9日（金曜日） （第18122号）東　京　都　公　報

っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
西
新
宿
五
丁
目
中
央
南
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
か
ら
次
に
掲
げ
る
者
に
理
事
長
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
八
月
九
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
氏
名

今
井
　
信
行

二
　
住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
も
え
ぎ
野
一
番
地
三
石
原
第
七
ビ
ル

五
〇
六

交
付
す
る
。

第
九
　
講
習
会
の
受
講
を
要
し
な
い
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
屋
外
広
告
業
の

登
録
の
際
に
、
講
習
会
の
修
了
者
と
同
様
に
扱
う
。

一
　
道
府
県
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
若
し
く
は

同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
が
行
う
屋

外
広
告
物
法
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ロ
の
講
習
会
を
修
了
し
た

者
二
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
準
則
訓
練
（
広
告
美
術
科

の
準
則
訓
練
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
、
職
業
訓
練
指
導
員

免
許
（
広
告
美
術
科
の
免
許
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
又
は
技

能
検
定
（
広
告
美
術
仕
上
げ
の
技
能
検
定
に
限
る
。
）
に
合
格

し
た
者

三
　
屋
外
広
告
物
法
第
十
条
第
二
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
登
録

試
験
機
関
が
広
告
物
等
の
表
示
及
び
設
置
に
関
し
必
要
な
知
識

に
つ
い
て
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
た
者
（
屋
外
広
告
士
）

第
十
　
問
合
せ
先

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
屋
外
広

告
物
担
当

電
話
　
〇
三
（
五
三
八
八
）
三
三
三
五

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　https://w

w
w
.toshiseibi.m

etro.tokyo.

lg.jp/kenchiku/koukoku/kou_kousyuu.htm

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
八
王
子
都
市
計
画
事
業
上
野
第
二
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
か
ら
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ

領
収
証
書
の
受
領
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
返
信
用
長
三
封

筒
（
八
十
四
円
切
手
を
貼
付
け
の
こ
と
。
）
を
同
封
す
る
こ

と
。

二
　
申
請
書

㈠
　
受
講
申
込

屋
外
広
告
物
講
習
会
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

受
講
手
数
料
及
び
受
講
票
・
領
収
証
書
を
送
付
す
る
た
め
の

返
信
用
長
三
封
筒
（
八
十
四
円
切
手
を
貼
付
け
の
こ
と
。
）

を
添
え
、
現
金
書
留
で
令
和
六
年
九
月
二
十
日
（
金
曜
日
）

ま
で
に
郵
送
す
る
こ
と
（
締
切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で

有
効
）
。

㈡
　
屋
外
広
告
物
講
習
会
受
講
申
込
書
の
入
手

屋
外
広
告
物
講
習
会
受
講
申
込
書
は
、
都
市
整
備
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
又
は
返
信
用
長
三
封
筒

（
八
十
四
円
切
手
を
貼
付
け
の
こ
と
。
）
を
同
封
し
、
屋
外

広
告
物
講
習
会
受
講
申
込
書
送
付
希
望
と
明
記
の
上
、
郵
送

す
る
こ
と
。

三
　
郵
送
先

郵
便
番
号
　
一
六
三

－

八
〇
〇
一

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎

十
二
階

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
屋
外

広
告
物
担
当

四
　
受
講
手
数
料

四
千
九
百
円

受
付
後
の
受
講
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
八
　
屋
外
広
告
物
講
習
会
修
了
証
の
交
付

講
習
会
を
修
了
し
た
者
に
は
、
屋
外
広
告
物
講
習
会
修
了
証
を
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目
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